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■プラスチックモジュラーチェーン WTU3010シリーズの取り扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全にご使用いただくために
警 告 危険防止のため、下記の事項にしたがってください。 

【一般事項】 
●チェーンおよびチェーン用アクセサリは、本来の用途以外には使用 

しないでください。 
●製品への追加工（機械加工、グラインダ加工、焼きなまし、酸洗浄、 

アルカリ洗浄、電気メッキ、熱影響のある溶接、溶断等）は絶対に行わな
いで下さい。稼働中に製品の切断により、重傷を負う恐れがあります。 

●損耗（破損）した箇所の取り替えは損耗（破損）部分のみの取り替えでは
なく、全てを新品に取り替えてください。稼働中に製品の切断により、 
重傷を負う恐れがあります。 

●製品を吊り下げ装置に使用する場合は安全柵等を設け、吊り下げ物の
下部へは絶対に立ち入らないでください。また製品端部を金具や治具に
連結する場合は連結部に充分な給油を行ってください。 
製品の固定外れ、または思わぬ製品の切断により製品や吊り下げ 
物で重傷を負う恐れがあります。 

●労働安全衛生規則第二編第一章第一節一般基準を順守し、 
チェーンおよびスプロケットには必ず危険防止具（安全カバー等）を 
取り付けてください。捲き込み、または思わぬ製品の切断により、 
製品、搬送物で重傷を負う恐れがあります。 

●チェーン、スプロケットは必ず定期点検を実施し、損傷や寿命に 
達した製品は新品とお取り替えください。機能を果たさないだけでなく、 
切断や異常な動きで重傷を負う恐れがあります。作業については 
取扱説明書、カタログまたはお客様に対して特別に提出された文書に 
したがってください。 

●人員搬送用装置に使用される場合は、装置側に安全のための 
保護装置を設けてください。装置暴走による人身事故や、装置破損 
の恐れがあります。 

【据え付け時】 
●事前に必ず装置の電源を切り、また不慮に装置のスイッチが 

入らないようにしてください。捲き込みにより、重傷を負う恐れが 
あります。 

●連結時のハンマー作業では安全眼鏡を着用ください。破片の飛散により、 
重傷を負う恐れがあります。 

●製品が自由に動かないよう固定してください。 
製品が自重により自走したり、倒れてからだをはさまれ重傷を負う恐れが 
あります。 

注 意 事故防止のため、下記の事項を守ってください。 

●チェーンおよび各パーツの構造、仕様を理解したうえで取り扱って 
ください。 

●チェーンおよび各パーツを据え付ける際には、事前に輸送時の破損が 
ないか検査してください。 

●チェーン、スプロケットおよび各パーツは必ず定期的に保守点検をして 
ください。 

●チェーンの強度はメーカーによって異なります。当社カタログによって 
選定された場合には、必ず当社製品をご使用ください。 

●チェーンはスロースタート、スロー停止を行い、衝撃を与えないで 
ください。 

●チェーンには初期張力を与えないでください。 
●特殊な液体がかかる場合、また特殊な雰囲気で使用する場合は当社 

までお問い合せください。 
●プラピンタイプを使用したチェーンは、ウェットな条件では60℃を越える 

温度で使用しないでください。 
●水がかかる雰囲気でプラスチックトップチェーンを使用された場合、 

樹脂の自己潤滑性が損なわれ、比較的短期間で寿命に至ることが 
あります。 

●超高分子量ポリエチレン（UHMW-PE）製アクセサリ、スプロケット、 
アイドラホイールの使用温度は-20～60℃です。60℃を超える雰囲気 
では使用しないでください。また蒸気のかかる条件でも使用しないで 
ください。 

●プラスチック製チェーンは可燃性です。使用可能温度以上あるいは 
火気近くでは使用しないでください。燃焼して危険な有毒ガスを発生 
することがあります。
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①先の細いマイナスドライバ 

などをチェーン側面のプラグに 

あてます。 

●連結 

②テコの要領でプラグを本体から 

外します。 

この時プラグが飛ばないように 

注意してください。 

②次にピン挿入部を塞ぐため、 

プラグを差し込みます。 

③チェーン反対側も①、②と同様に 

プラグを外してください。 
③この際、プラグの向きに注意し、 

パチッと音がするまで押しはめて 

ください。 

④反対側からチェーン側面の 

ピン穴にバーを挿入してピンを 

押し出します。 

④プラグが正常に取り付けられて 

いるか確認してください。 

⑤出てきたピンをつかみチェーン 

から引き抜き分解します。 

●分解 

分解・連結時 

①チェーンを連結する際は、反対側の 

プラグを差し込みます。 

チェーン同士を引き寄せて組み合せ、 

一端よりピンを挿入します。 ❷ 

❶ 

注 ) 連結時には付属もしくは専用のピンを使用して連結してください。 
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